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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文研究はダイズの培養細胞を用いて各種除草剤に対する抵抗性を検定し，その中からオキシフ

ルオルフェンに対する抵抗性細胞を選抜したことと，その抵抗性の生理生化学的機構を攻究したこと

から成り立っている。

　ダイズ（Gりc伽榊脇L．cv．E鮒ei）幼植物体胚軸組織よりカルスを誘導し，それを振藍培養すること

により細胞懸濁液を得た。培地に化学構造や作用機構の異なる3種の除草剤オキシフルオルフェン，

イマザキン，フルアジホップーP一ブチルを加えて，細胞生長に対する阻害度を調べた。夫々5×10－8，

5不10－7，10－5Mが50％阻害濃度（王50）であった。イマザキンおよびフルアジホップーP一ブチルについ

てはそれらの50％阻害濃度より培地申濃度を高くすると細胞の生長が停止し，継代培養による抵抗性

細胞の選抜は成功しなかった。しかしオキシフルオルフェンは五〇■6M，5×王〇一6Mと培地中濃度を高

くしていっても，ほぼ除草剤無処理細胞（平常細胞と構す）と同じ生長速度を示す細胞が得られた。

五50により比較すると平常細胞の約五〇〇倍の抵抗性が示されたこととなる。更に，この低抗性は細胞を

除草剤を含まない培地を用いて継代培養を続け，少なくとも6ヶ月から互年聞失われないことが確認

された。

　オキシフルオルフェンに対する抵抗性の生理生化学的機構について検討が加えられた。先ず1雀C標

識除草剤を用いて，この化合物の細胞内への取り組みを調べた所，抵抗性細胞への取り込み量が平常

細胞に比べて約10％小であったが，両種細胞ともよく取り込むことが明らかとなった。

　オキシフルオルフェンがジフェニールエーテル系除草剤の作用の特徴となっている光要求性を示す
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かどうか検討した。100μEn－2s1亘の光強度下で，平常細胞は10■8Mオキシフルオルフェンにより生長が

完全に停止したが，抵抗性細胞は10’7Mでも生長抑制は認められなかった。オキシフルオルフェンの

作用には光の存在が必要であるが，その条件下でも抵抗性細胞はオキシフルオルフエンの影響を受け

難いことが明らかとなった。

　一方，体内に取り込まれたオキシフルオルフェンは体内代謝により変化するが，両種の細胞共変化

生成物の生成率は小であり，両者問の差は認められなかった。

　ジフェニールエーテル系除草剤の作用機構として考えられている光増感中間体の集積，それらの代

謝による活性酸素の生成，ならびに活性酸素消去系の活性化について検討を行った。平常細胞ではオ

キシフルオルフェンを与えるとprotopor凶yrin亙Xの集積が認められるが，抵抗性細胞ではそれに比

較して少量の集積が認められたのみであった。また，Pζotopor凶y曲o騨oxidaseの阻害度について

も抵抗性細胞では比較的小であった。その時のI50は夫々5XユO’ユo，6×10’9Mであり，当酵素の阻害

度に約10倍の差が認められた。

　活性酸素（ユ02）生成促進作用を持つローズベンガルによる生長阻害は両種の細胞共に認められた

ので，抗酸化系についての両者の差は無いものと判断された。

　抵抗性細胞を用いて，他の除草剤に対する交叉抵抗性を調べた。作用発現に光を要求する除草剤数

種に対して認められたが，ベンスルフロンメチルには示さなかった。

　抵抗性機構としてはprotopoψyrinogeR0xydase阻害度が小であり，光増感申間体の生成が小と

なったことが主たる抵抗性の要因と結論された。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は除草剤に対する植物の抵抗性の作出への試みであると共に，除草剤の作用機構についての

基礎的研究となるものである。

　植物の培養細胞の培地中に除草剤を低濃度にて与え，継代培養を続ける中でその濃度を次第に増大

させて抵抗性を示す細胞群を選抜するという方法を採っている。ダイズ細胞よりジフェニールェーテ

ル系除草剤の亙つであるオキシフルオルフェン抵抗性の細胞を選抜した点は新しい知見であり，更に

後述の如く作用発現に光を必要とする一連の除草剤に対しても交叉抵抗性を示したので，広い範囲の

化学物質にわたった除草剤抵抗性植物の作出に成功する礎を築いたものと評価できる。

　第一次作用点として光増感中問体の集積に関与するpmtoporphWinogen　ox1daseの阻害作用をつき

とめ，抵抗性細胞はその阻害を受け難い点を明らかにした点は高く評価できる。ただ，その酵素の阻

害度が両種細胞聞で10倍程度であり，濃度一阻害度の関係がかなり低濃度域から直線的になっている

点など未だ検討しなければならない点が指摘された。低抗性細胞の選抜には成功したが，それらの細

胞の染色体数の確認等抵抗性についての内容確認と植物体への再分化の試みが必要であり，今後の研

究の発展が望まれる。

　よって，著者は博士（農学）の学位をうけるに十分な資格を有するものと認める。
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